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＜連絡事項＞
・オンライン面会について。
8/1より開始となります。面会対応手順、操作マニュアルを各自確認してください。
＜患者様連絡事項＞

・下野　和生様～持参薬の八味地黄丸料エキス錠は飲み切り終了。
・栃木　春子様～不安時）ブロマゼパム錠(2)は、1～2錠内服で対応の指示。
・奈良　ソヨ様～便秘時）センノシド2T　7回分処方。
・久保　興介様～不穏時）レボトミン(25)1T　7回分処方。
・久保田　タツ子様～臨時薬が同内容で、8/2より5日分処方。
・丹内　栄子様～不潔行為、迷惑行為著明にて、レボトミン錠(25)1T　1×夕　4日分処方。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察開始後、しばらくは自室内で過ごされていたが、他室侵入や他患者様の私物弄り等の迷惑行為があり、予定より早くに開放観察終了している。脱衣行為なく、奇声上げる様子や放歌、自傷行為もない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～身体拘束中。体動活発であるが問題行動はない。対面時も穏やかである。拘束部位の循環障害・神経障害なし。引き続き、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・鹿原　良三様～体幹のみ身体拘束中。各食摂取量は数口のみであり、水分摂取促すも拒否強く、吐薬する様子もある(補食としてメイバランスミニ2本介助にて摂取されている)。介護抵抗著明であり、粗暴行為も見られている。引き続き、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・飯岡　未来様～独語・感情失禁著明である。「食べてごめんなさい」等の罪業妄想に関連した発言聞かれており、各食摂取量は数口のみ。拒薬はなく、適宜水分は摂取されている。訴えを共感的・支持的に傾聴し対応していく。
・髙橋　如来様～ホールで奇声上げる様子あり、他患者様に注意されてはいるが、他者トラブルはない。興奮・多動なく、衝動的行動も見られていないものの、転導性亢進しており目の前の物を投げることがあるため、食事後、食器類は早めに片付けるようにする等、目の前に物を置かないようにして対応。
・一戸　節夫様～車椅子自操しユニット内を移動されている。見当識障害に関連した言動見られるも対面時穏やかである。各食2/3摂取され、拒薬もない。転倒・転落リスク高い為、見守り要している。
・栃木　春子様～自発性に欠き、日中は自室内ベッドに臥床し無為に過ごされている。日課には取り組まれており、対面時悲観的発言なく穏やかである。
・久保田　タツ子様～不穏・興奮の様子はなく、帰宅要求に関連した訴えも聞かれていない。各食全量摂取され拒薬もないものの、他患者様への過干渉見られている。介入に対して抵抗・拒否は見られない。
・杉若　シズヱ様～バイタル異常なし。ルームエアにて午前中は酸素飽和度97％。午後は一時的に低下あり、カニューレ装着している。介入時には身体の疼痛訴えや、吸引に対し抵抗見られるが、点滴トラブルはなく経過。
・飯岡　裕子様～朝食1/3、昼食数口摂取。バイタル異常、酸素飽和度の低下なし。フェイススケールは5～4で経過。下肢の疼痛に関して訴えはあるが、悲観的な言動は聞かれず。食事以外は閉眼して過ごす。
＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～特定スタッフや特定患者様に関連した被害妄想顕著であり、妄想に関
連した粗暴行為・他者トラブルも頻回である。頓服薬の使用頻度も高く、薬物への依存が強い。

・村山　吾朗様～易怒性や粗暴性はなく対面時穏やか。余暇時は臥床傾向で、日課に関して声掛け要すが、遅れや拒否行動は見られず。問題行動も見られない。退院後の生活を見据え、経済状況の確認をしながら措置解除に向けて進めていく事となっている。
